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北米族行記（3）
山　本　一　清
　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　暑いシカゴにも少々あきたので，自分は六月29日から暫く東部へ族立つこ
ととし，同日午前9時15分，黒カバンーつを携へたまN，イリノイ中央停車揚
から出護，ミシガン・セントラル線により，デFロィトに向ふ．此の道は，遠く
ボストンまでも，10年前に爾三度通過した道で，それに窓外の景も回り珍ら
しくない李凡境である．
　午後2時30分，大學町アンナボァ市に着．奮知の道をたどって，大學天文憂
を訪れた．以前の時に比べて，天文憂の附近に大きい病院等が建ち並んで，
いかにも糊測のためには妨げらしv・．あだかも，憂長H．D．　Curtis博士に
面會．それからR漁s教授に會ひたいと願ったところ，Rufus氏は目下郊外
の別荘に避暑し，そこへ昨日からワシントン議院圖書舘のBrash博士も來て
るる由を聞いたので，大に喜び，Curtis氏の車で，美しV・湖畔のRufus氏宅
まで連れられた．
　Rufus氏夫妻は十数年前，永く朝鮮京城に宣教してゐられた由で，東洋趣
味の素養があり，現に此の日も，夫人は日本服をまとひ，室の片隅には美し
い女下駄が置いてあり，叉，岐阜提灯なども天井からつるしてゐられたには一
驚した．主人Rufus氏も，先客Brash氏も，共に理學史の研究家で，去る六月
22日のシカゴの天文學會席上では，此の二人と自分と，三人共に天文學史に
關する論文を讃んだ（L天界コ第151號第35頁）ので，其れ以來，特別な親しさ
を感じた．話しがはつんで，途にCurliss嘉長も吾々も皆一しょに夕食を湿せ
られ，日没が近づいたので，再會を約しつN，叉，Curtis氏の車に乗せられ
て，アンナボア停車揚に引き返し，午後7時08分の東行列車に乗った．デ5ロ
ィトには午後9時35分に着．此所では別に用事も無いので，騨前のHoteI
Rooseveltに泊った．
　因みに，このアンナボアの天文墓は，名を‘c　Detroit　Observatory”と呼び，
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ミシガン大學附屡であって，1852年に創立され，BrUnnowやWatson等の學
者を忙し輩出した所である．設備は15糎（6吋）のピストル・マルチン作の子午
環，30cm（12吋）の屈折機が古くからあるが，近年96cm（37差吋）の反射鏡によ
って恒星スベクDレの研究を，憂長やMcLaughlin博士がやってみる・近頃，
天文寮附近の街路が磯通して照明が上曾し，夜の親測が困難になったので，い
よv・よ郊外に移榑するに決し，西北方12哩の地黙を選び，そこに口径213cm
（84吋）の大反射鏡を据え付ける三豊であるといふ．
　此の天文豪は二つの出張所を有ってみる．一は，三二長Hussey博士の熱
心により，南阿のブル1ムフオンタィンに1925年以來建てられたもので，口
径66cm（26吋）の眼視屈折機を据えて，南天の二重星を測定してみる．主任は
Rossiter博士である．
　今一つの出張所は，アンナボア市から北方へ25哩ばかり，Pontiac村に近V・
Ar・gelus湖心に，　McMath論点の弱志寄附によってユ931年に建てられたもの
で（L天界「第130號第53頁に記した），專ら活動鳥心術を天文観測に当用する方
法を研究してみる特種な天文豪である．
　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
　六月30日朝4時，ホテルの室内で，ふと眼がさめて見ると，姻が室内室外に
薩ってみるのに驚き，すぐはね起きて，帳揚まで下りた所，第4階の一室か
ら失火したことがわかり，清防手が早くもやって出てみるのに安心した・　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　薗かし，まもなく夜もあけたので，
眠ることも出冷す，食事をすま
し，午前8時35分の東行列車に
乗った．
　汽車は一旦カナダに入り，午
後2時頃，有名なナ’イヤガラの
当布附近で5分停車，それから
又，米國へ入って走り績け・バ　　　ヶンブリヂ市のコンマンダ・ホテル
フフアロ，ロチエスタ，サィラキウス等の町々を経て，午後8時38分オルバ
ニ1に着，YMCAを訪ねて，宿泊した・
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　翌くれば七月1日（土曜）．誠に都合よく，ボストン行きの週宋割引列車が出
ることを知ったので，奮護して午前6時0分爽のBoston＆Albanア鐡道列車：に
乗った．
　、途中，曾遊の記憶をたどり，落ち付いたNew　Englandの景を話しみつN，
午前11時30分，ボストンの南停車揚に着．あらかじめ電報が打ってあるので，
着後，まもなく地下鐵でケンブリヂへ行き，ハ1ブ1ド大學のWidener圖書
舘にG．Sarton博士を訪れたが，僅かな時刻の行き違ぴで，同氏は蹄宅され
た後だつたので，止むなく，プログラムを攣更し，大學天文壷を訪れた．途
中，Berkeley街の，かつて借家してみたあたりを通って見たら，元の家は無
くなって，Commander　Hotelといふ大ホテルが建ってるた．
　　　　　　　　　　　　　　　　（15）
　この・・iブ1ドの天文壼は1923年十一月から約10ケ月聞滞在研究した所な
ので，一木一草も皆思ひ出である．なじみのConcord　Streetの小門力・ら入り，
A舘の入口で，たまたまNautucketから來合せたMiss　Harwoodに會ひ，三
二に案内されて，薪菖の建物を隈なく見巡つた．Lθon　Campbe11氏を始め，
多くの奮知に會ひ、感慨無量である．Campbell氏と小一二丁ほど話したが，
白鳥座SS星の永年にわたる光　　　　　丁
盃膿黙驚、避あ勤鎗㌣擁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ・1ゾiド大學天文塁
れた．
　午後4時から，弓長夫人Mrs．　Shapleyは，自分のために，官舎で観迎の御
茶の會を開かれた．（残念にも，弘長Shapley博士は避暑族忌中で，不在だつ
た．）此の席で，Miss　Cannon，　Miss　Maury，　Dr．　Fisher，　Dr．　Menzel，　Dr．
Whipple等の人々に會つた．室内はなかなか暑くて，汗グクだつたが，午後5
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時孚から，Whipple氏の好意により，其の車に乗せられて，天文憂の新出張
所であるOakridge観測所を参観した・
　OakridgeはCambridg．　e市から西北へ約25マイル・　コンコ1ド市の向ふの
Ilarvard村の雑木林の茂みの中で，漸く昨年
土地を拓v・たばかり．未だ150cm（60吋）の大
反射鏡はピツバ1グのFeckcr會血で組み立
て中で，此の出張所には來てるなv・が，60cm
（24吋）の翁面機や，共の他の二三の望遠鏡は
首尾よく据付けられて，既に滝壷を開始して
みた．事務室や，休養三余，クラブなど，意
外に行き居V・た設備である．
　午後7時30分，Oakridgeからケンブリヂへ
尽り，WhipPle夫妻と共に，自分はMenzel夫
妻の宅で晩餐を供せられ，談笑の後，南停車
揚に近V・Hotelに泊った・
　　　　　　　　　　　　　　　（16）
新しいD館
　翌七月2日の朝10時，ケンプリヂ市Channing　PlaceにG・Sarton博士を．訪れ
た．同博士は理學史の大家で，機關誌ISISの主幹である．十年來の友で，論
文の交換など互にやってみる良心である．久しぶりに會つたので，いろいろ
積る話しをなし，自分が今年シカゴで獲表した論文の要項を見せたり，書齊
を見せて貰ったりした．同氏は目下アラビヤ語を勉強中で，近くアラビヤの
弓術史を研究せられるのだとV・ふ．
　サ1トン氏の邸で話ししてみるうち，ハ1ゾ1ド大縞の麗麗教授G．Birk－
hoff博士がわざわざ自分を迎えに來てくれたので，正午前に，サ邸を僻し，
連れられて，先づ大話のカムパスの内外，十年來に新装新築された大小建築
などを見，それから大島クラブFaCulty　Houseに案内され．食堂で，博士の
義子Paine高等と共に午食を漉せられ，2時まで難濁した．バ1コフ教授は
1923年來の友で，1928年には京都へ來られたこともあり（天界第85號第186頁），
今夏叉シカゴで會つたので，特に親しみ深い。
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　午後2時45分，バ1コフ教授に見途られ，ボストン北停車揚から出獲し，同
3時14分にSalem着・十年前Morse博土を訪問しk（天界第44號第329頁）こと
など思ひうかべながら，Ocean　TerraceにAdams夫妻を訪ねた．日曜の午後
なので，誠にノンビリとして，話は恥きなV・。日本の話，長野の話，日食の
話，李和i塵動の話・…・・…
　夕食を三人きウで頂いて，見邊られ，午後8時39分獲の列車で，ボストンへ
牒つたが，オルバニiへ出回するまで，少しの時間があるので，大急ぎで，
クンプリヂ市Follen　StreetのN．　H．　Black邸を見舞つた．しかし，時刻が籐
り選V・ので，パジャマ姿の主大博士に一言の寝溜を賦したのみで，直ぐボス
Fン南停車揚にかけつけた．
　午後10時15分の終列車で，．割引切符の有効な聞に，一路オルバニiへ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つY“く）
　　　　　　　　　　　　花山の此の頃
　大侮就と協力して花山天文墓と本門とは十月末から流星観測の全國的計謁
を立て，十一月11日からプロの實行期に入りましたが，十月末頃，早くも古
畑君の獅子座流星獲見あり，火球も二つ三つ現はれて，急に多忙となりまし
た．十一月ユユ日からは，全國各地の雲斗班が亭亭的に豊富な槻測報告を途っ
て下さるのでL流星観測本部「ではてんてこ舞ひです．御かげで，思ぴがけな
い地方に多くの天：文フアンが暦しました．本誌一月號は流星の特輯號です．
　急報も，ブレテンも，どしどし増刊され，花山の編輯部も大多忙です．一・・一
急報は今後潔く東亜天文協會の手を離れ，專ら天文憂のみで取り扱はれるこ
とになウました．そして，來年初からは實費料金も攣クます．2銭の切手を
貼った封筒（あて名を表記したもの）に，一枚1銭の割合で紙代を彿ぴ込んで
下さった人だけに獲途することとなります、各自御注意下さVb．
　九月ユ0日から山本，稻葉，高城三三は花山の國際経度観測のため，毎夕毎
曉奮摂してゐられます．終るのは十二月15日ですが，それまでは大馬力で，
90ミリの子午儀は，百パ1セントの能傘を畢げてるます．此の大事業の副産
物として，子午線館内外は言ふまでもなく，無線窒も，時計室も，電池室も，
高分雨漏の電線系統も，必見ちがへるやうに改良されました．
　來年一月1日からは，協會の事務室も全く晶晶藁へ移ieます．
